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2JP-10 女子短大生の生活時間と消費熱量につ
共立女短大　○長田泰公・藤田光子・

いて
下田邦枝 中川千種

　目的　最近の女子学生の生活実態を知るため、約3 0 0人の短大生を対象として、生活
時間を調査し、また消費熱量を推定した。

　方法　本学の生活科学科１年生全員を対象に生活時間記録用紙を配布し、平日１日での
行動を1 0分ごとに記録させた。また別の日に、通学時用の記録紙を配布し、家から学校
までの行動を3 0秒ごとに記録させた。その結果に「第４次改定　日本人の栄養所要量」
　（厚生省監修）中の年齢別基礎代謝基準値と、既存の行動別RMR表とを適用、各自の１
日および通学時の消費熱量を計算させた。
　結果　１日の生活時間を調査できたのは3 3 3人で、その内容を集計したところ、平均

では睡眠時間、家での行動時間、通学・在校時間が各々30％づつ、残りがスポーツやア
ルバイトの時間となっている。ただし、睡眠時間をのぞくと個人差が大きい。調査日にア
ルバイトをした学生は9 2人で、時間は平均約４時間であった。そのためアルバイトをし
なかった学生にくらべて、とくに自由時間が圧迫されているが、睡眠などの生理的時間は
影響を受けていない。これらの結果は「図説　日本人の生活時間」（NHK）の女子大生
のデータにきわめてよく一致したが、通学時間のみは長かった。生活時間から推定した１

日の消費熱量は平均2 2 0 0 kcalで、前記「日本人の栄養所要量」の生活強度Ⅱの値を上
回った。通学時間は3 2 5人が記録し、平均7 3分、往復14 6分で、１日のうちの1 0
％に相当する。この間の消費熱量は3 1 6 kcalと推計され、１日のそれの約1 4%であっ
た。通学時間と消費熱量との間には高い相関がみられ（r ＝0. 8 2 8）、通学時間１時
間では1 4 0 kcal、2時間では2 3 0 kcalを要する結果となった。
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目的　女子大生は貧血や体重減少などの問題がみられ，十分な健康管理が必要となる。特

に,入学してからの１年間は,受験生活から大学生活へと生活環境が変化し，身体的にも不

安定な時期である。そこで, 1年生を対象に，入学時と１年後の栄養摂取状況および生活
内容，血液性状などの変化について検討し，栄養指導に資することを目的とした。

方法　対象：本学食物科女子大生, 124名。時期:1992年と1933年の５月下旬～６月上旬。

調査・測定項目：栄養摂取量調査，生活時間調査，食意識，身長・体重，血液性状。

結果　1.各項目について１年間の変化をみると. ①栄養摂取状況：摂取エネルギーは

1,769kcalから1, 653kcal,たん白質65. 5gから6丿g>脂肪58. 9gから55.lg，鉄9. Omgから
7.7nig.その他糖質，カルシウム，ビタミン類など栄養摂取量に減少がみられた。②身

長・体重：身長には変化はみられない。体重については, Sir年より増加した者が32.3％,

減少した者が37.9%みられた。③血液性状：ヘモグロビンについては，0. 5g／dl以上の増

減があった者が53. 1%におよんでいる。増加した者は28名(22.6%), 減少した者は38名(3

0.6％)である. 2.ヘモグロビンが0. 5g／dI以上減少した38名についてみると. ①摂取エ
ネルギーが減少した者は24名おり，そのうち39. 5％は1500kcal以下の摂取量であった。

②ヘモグロビンが12. 5g／dl以下に滅少した者は28.9％である。以上のように，ヘモグロ

ビンや栄養摂取状況の滅少は，今後の健康状態におよぶと考えられる。その他，生活行動

や食意識についても検討した。
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